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 報 道 機 関 各 位 

 

函館市保健福祉部地域福祉課長   

 

   地域共生社会づくりワークショップ事業－パラスポーツを通じた 

「インクルージョン＆ダイバーシティ」プロジェクト－の実施に係る

報道依頼について 

 

 このことについて，若い世代を対象にパラスポーツを通じて，障がい者へ

の理解を深め，本市における地域共生社会の構築を目指すことを目的とした

ワークショップを，北海道教育大学函館校との共催で実施いたしますので，

報道方よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１ 開催日時 令和４年１２月１７日（土）１３：００～１６：００ 

 

２ 内  容 別添のとおり 

 

３ 会  場 函館市総合福祉センター「あいよる２１」５階多目的ホール 

 

４ 参 加 者 函館近郊の高等学校の生徒および北海道教育大学函館校の学生 

 

５ お問合せ先 北海道教育大学函館校（担当：総務グループ 田島・三谷） 

       電話番号：0138-44-4206 

       Ｅメール：hak-chiikicenter@j.hokkyodai.ac.jp 

 

 

 

 

 

函館市保健福祉部地域福祉課 

担当：伊藤，若狭 

電話：０１３８－２１－３２８９ 



北海道教育大学函館校 地域共生社会づくりワークショップ事業

日 (土)

プロジェクト

パラスポーツを通じた

2022 （事前申込要）定員30名

所定の申込用紙（右下のＱＲコードよりダウンロード）に必要事項を記入し、下記へメールにてお申し込みください。

13：00～16：00

北海道教育大学函館校 地域協働推進センター主

催

車いすラグビー選手である
頸髄損傷の方から「障がいの受容」
「パラスポーツの魅力」を学びます。

車いすラグビーの「体験」を
通して、コミュニケーションの

大切さを学びます。

健常者と障がい者が共生できる
社会づくりのために、

自分たちにできることを考えます。

ExperienceLecture1 Group Work

共催：函館市
協力：Wheelchair Rugby Team SILVERBACKS

2 3

12 17月

参加
無料

年

インクルージョン
ダイバーシティ＆

hak-chiikicenter@j.hokkyodai.ac.jp

https://www.hokkyodai.ac.jp/hak/intro/community.html

〈Mail〉

〈Web〉

持
ち
物

上靴

申
込
用
紙

タオル 飲み物

函館市総合福祉センター「あいよる２１」

（函館市若松町３３－６）

５階多目的ホール

対象

高校生・大学生

お申込み方法（11月30日迄）
総合的学習の時間等の参考に、
学校の先生方の参観も可能です。

※動きやすい服装でご参加ください

新型コロナウイルスの感染状況により、
変更・中止となる場合があります。

当日はマスクを着用してお越しください。

体調の悪い方はご来場をお控えください。



パラスポーツを通じた
インクルージョン＆ダイバーシティ プロジェクト

高校生と大学生が一緒に「地域生活支援」「異文化理解」「多文化共生」などの地域共生社会

を考え、実行を啓発する事業です。

今年度は、パラスポーツ（車いすラグビー）を題材に、地域共生社会の実現に向けたプロセス

と障がいへの理解をいっそう深めます。

主催 北海道教育大学函館校地域協働推進センター

共催 函館市

協力 車いすラグビーチーム SILVERBACKS

【日 時】2022年12月17日（土）

13：00～ 16：00 

【場 所】函館市総合福祉センター

「あいよる21」５階・多目的ホール

（北海道函館市若松町33-6）

【対 象】 高校生・大学生

（「総合的学習の時間」等の参考に

学校の先生方の参観も可能です）

北海道教育大学函館校 地域共生社会づくりワークショップ事業

Wheelchair  Rugby  Team  SILVERBACKS

北海道で2つめの車いすラグビーチームとして2015年に結成。現在は、道内唯一の車いすラグビー連盟登録チームとして活

動中。選手9名(道外在住選手を含む)＋スタッフ8名程で、札幌・十勝・旭川から参加し、他に、道外チームに登録して競技を

している選手3名と合同で練習をすることもあります。

公式戦の初勝利、日本選手権への出場を目指して練習している

他、道内で車いすラグビーを広めるための普及活動も積極的に

行っています。

〈Facebook〉

https://ja-jp.facebook.com/wrtSILVERBACKS/

目

的

開

催

内

容

【参加費】 無料

【定 員】 30名（参観を除く）

コミュニケーションの大切さを学ぶ

車いすラグビー選手である頸髄損傷の方が「どのように自身の障がいを受容したか」

「パラスポーツとの出会いや向き合い方」などを伝えることで、パラスポーツの魅力について学ぶ

13：00 … 開会・SILVERBACKSの紹介

13：10 … レクチャー「障がい受容と日常生活」

13：40 … 休憩（車いすラグビー体験準備）

13：50 … 車椅子ラグビー体験

14：40 … 休憩

14：50 … グループワーク（参加者数により４～6グループ）

15：30 … 共有

15：50 … 総括

16：00 … 閉会

健常者と障がい者が共生できる社会づくりのために、自分たちにできることを考える

持
ち
物 ◆動きやすい服装でご参加ください◆

上靴 タオル 飲み物

ご
注
意

新型コロナウイルスの感染状況により、変更・中止となる場合が
あります。

当日はマスクを着用してお越しください。

体調の悪い方はご来場をお控えください。

感想・気づき・学びを
アンケートに記入しな
がら振り返る
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